形式の呼び 


R-891VMS 1 -401、402 
R-1290VMS 1 -401、402 


リン t イ 


I 保証書イ寸 I 

„巧タト線化 -7： 

取扱説明書 I 家庭巧 I 


品 R -891 VMS in 
名 R -1290 VMSin 


J - L 
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室内でガス機器をお使いの際には、^ 
換気に十分を意してください。 

室内で換気不十分な状態で使用する 
と、一酸化炭素中毒を起こし、死亡事 
故にいたるおそれびあります。 , 


ご愛巧の皆様へ 

このたびは、ガス赤外線ストーブをお買い上げい 

ただきまして、ありがとろございます。 

•ご使巧になる前にこの取扱説明書をお読みいた 
だきままに正しくお使いください。 

•幼いおす様にはさわ5せないでください。 

• この取扱説明書の裏表紙が保証書になっていま 
す。内容をよくご確認のろえ、大切に保管して 
ください。 

•取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げ①販 
売店、またはもよりの当社の支社、支店、営業 
巧、出張所にて再購入してください。 

•この機器は国内専庙ですので巧かで使届しない 
でください。 


ちくじ 

ま全上のご注意 . 

機能と特長 . 

さ部のなまえとはたらき . 

機器の設置 . 

使用ち法 . 

曰常の点検とお手入れ . 

乾電池の点検-交換 . 

故障かな？と思ったら . 

安全装置が作動したときの処置 

保管とアフターサービス . 

tt 様 . 

づ法図 . 


ぺージ 
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裏表紙 


保証書 















































































安全上の ごを意 f 化ずお守りくださいつ 

L _ 


この機器を安全に正しくお使いいただくためじ、ご使用の前に「安全上のごを 
意」を必ずお読みください。 



この取扱説明書および製品への表示では製品を正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危 
害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意巧は 
次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


表 示 

意 巧 

A 危険 

この表示を無視して誤った巧りあいをすると、人が死 t 、 重傷を負う危険、または义災 
の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

么警告 

この表示を無視して誤った巧りあいをずると、人が死 t 、 重傷を負う可能性、または义 
災の可能'性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った巧り扱いをすると、人が傷害を負う可能'性や物的損害のみの 
発生が想定される内容を示していまず。 


絵表示につし^て次のような意巧があります。 


一般的な発火を意高温ま意一般的な分解禁止义気禁止必ず行う換気する 
危険•警告•ま意 禁止 


A 危険 

♦ガス漏れ時使用厳禁（ガス漏れ時の処置） 


ガス漏れに気づいたときは 


Q 

必ず巧う 


ガス漏れに気づいたときはガス事業者（供給業ち）① 
処置が終わるまでの間、絶巧に火をつけたり、電気器 
具（換気扇その他）のスイッチの入•切や電源プラグ 
の抜き差しおよび周迈の電話を利巧しない。 

がや义花で引义し、爆発事故を起こずことがありまず。 



電気器具（換気扇そ 
の他）のスイッチの 
「入•切」をしない。 



①すぐに使用をやめ、 
ガス栓と メーター 
のガス栓を閉じる。 




⑥窓や戸を開け、ガ 
スをかへ出す。 


③もよりのガス事業ち（供 
給業者）に連絡する。 
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A 警告 


♦使用ガスについて 


使用ガスを確かめる 


〇 

確認する 


機器本体銘板に表示してあるガス（ガス 

グループ）を確認する。 

•表示のガスが一致していない場合、不 
完全燃焼による一酸化炭素中表の危検 
性があり、爆発点义および機器の故障 
の原因にな U まず。また、やけどのお 
それがありまず。 

•転居されたときにも、ガスの種類を必 
ず確認してください。 

•わからない場合は、お買い上げの販売 
店またはもよりのガス事業ち（供給業 
ち）にご相設ください。 


ガスの種類- 
おまの呼び 


-00 〇〇 


000 


0000 



敦造年月 


-00. 〇〇 

■ J ンナイみまさ社 



♦火災予防 


燃えやすいものを近くに置かない M 引火のおそれのあるものを使用しない 


機器の上や周囲には燃えやすいものを 
A \ 置かない。また、可燃物（家具•力ーテン • 

/ wv \ 洗遵物など）を機器におづけない。 

/ — \ 义災の原因になります。 


0 機器の周囲では、スプレー-ガソリン•ベ 
ンジンなど引火のおそれのあるちのを置い 
たり、使巧したりしない。 

引义して义災のおそれがありまず。 


発义ま意 









使用中は外出、就寝をしない 


0 点火したままか出や就寝は絶対にしな 

义災など予期せめ事故の原因になりま 


機器にはものを入れない 


0 機器の中に紙、巧、異物などを入れたり、 
ふさいだりしない。 

不完全燃焼や义炎の原因になりまず。 




















































まを上のご注意 ( 必ずお守り<ださい )Am 


♦換気必要 



♦スプレーお厳禁 


スプレーおを機器の前に置かない 



© 


換気する 



•必ず換気する。使巧中は1時間に1 
〜2回 （1 〜2巧）程度換気扇を回 
すか、窓を開けるなどして換気する。 

換気をしないと一酸化炭素中きを起 
こし、死 t 事故にいたるおそれがあ 
りまず。換気は2力巧じ(上の（風の 
化入りのある）開□部を設けると交力 
率よくできまず。換気扇を使用ずる 
場合でち換気扇から離れた位置の窓 
を開けないと十分な換気ができない 
場合がありまず。 

参換気できない場所では使苗しない。 

窓がまおする場所や地下室など、換 
気ができない場所では使 
用しない。一酸化炭素中 
表を起こし、死 t 事故に 
いたるおそれがありまず。 


0 


スプレー 左は受虫斉 !1、 ヘアースプレー、 
カセットコン□巧ボンベなど）を機器 
の前ちに置かない。 

熱でスプレー宙内の圧力が上がり爆発 
ずるおそれがありまず。 



♦異常時の処置 


異常時には 


〇 

必ず巧う 


点义しなかったり、ご使巧中に消义したり、また異常な燃焼、におい、異常音がするなどふだん 
と違った状態になったときや、地震、火がなど緊急の場合は、ただちに使田を中止し、ガス栓を 
閉じる。 

そのままにしておくと、爆発や义災の原因になります。 

異常を感じたときは、「故障かな？と思ったら」 （17 ページ）を参照してください。それでもお 
わかりにならないときは、お買い上げの販売店、またはもよりの当社の支せ、支店、営業所、化 
張巧に連給してください。 




①点义レバーを「止」の ^ ② ガス栓を閉じる。 

位置に戻して消义する。 
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必ず巧う 


強化ガスホースは、ル□徑迅速継手巧強 
化ガスホース（ガスコード）と都巿ガス 
庙強化ガスホースがあります。ガス種に 
よって異なりますので、確認のろえ接続 
してください。 

• LP ガス-に A •13 A の場合 
ル□径迅速継手付強化ガスホース（ガ 

スコード） 



取ス 

U U- 

付ム 

けプ 

禁ラ 

止グ 




宫 




•その他のガスの場合 
都市ガス用強化ガスホース （ネジ接続の 

ため、接続は販売店じご'依頼 < ださし、。） 


♦スリムプラグ取り付け禁止 
♦機器巧ソケット取り付け禁止 
♦ゴム管接続禁止、クチゴム巧ガスホー 
ス接続禁止 



Ai 


♦ガス事故防止 


ガス接織よ強化ガスホ-スを使用する夏ガスコ-ド接続のごを意 


♦使用上のを意 


♦改造-分解禁止 


幼いお子様にはさわらせない ■ 機器を改造.分解しなし 


0 


幼いお子様にはさわ5せない。 

やけどやケガをずるおそれがありまず。 





修理技術者 U かの人は絶対に巧解したり 
修理-改造は巧わない。 

不適当な分解や組み立ては思わめ事故の 
ちとにな U まず。 


クチゴムか 

ガスホ I ス接続禁止 


3 



機器本体 


T 

ゴム管接続禁止 


用 

管グ管 
ムラ.ム 
ゴプコ 


fHi 


二 

-lij 

_ 


機器本体 


機器用ソケット 
取り付け禁止 




強化ガスホ[ス 
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まを上のご注意 ( 必ずお巧 Q < ださい） 
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A ま意 


♦使用上のを意 



機器に乗らない 


• A 

局;皿江意 


使用中および使巧直後は、点火レ 
バー、义力切替レバー U かは高ミ豆に 
なっているので手を軸れない。 

やけどやを服への着义のおそれがあ 
り危険でず。 



♦火災予防 


0 機器の上に腰かけたり、乗ったりしない。 

を下•転倒などにより、ケガの原因に 
なることがありまず。また、機器の故 
障ややけどのおそれがありまず。 



点火したまま移動しない 



0 


点义したまま持ち運びしない。 

強化ガスホースがあけたリ、巧れた 
りしてガス漏れや異常燃焼の原因に 
なりまず。また、やけどの原因に电 
なり危険でず。 



0 たなの下など、落下物の危險のあると 
ころでは使巧しない。 

义災のおそれがありまず。 



♦ガス事故防止 


用途について m ガス栓を閉じる 


0 を類の乾燥など暖房 U かの巧遠には 
使巧しない。 

ホ類が落下して义災になったリ、思 
わめ事故につなが U まず。 


〇 使用後は必ず点义レバーを「止」の位 
置に戻し、消火したことを確かめる。 
お出かけや、長時間使届しないときは、 
ガス栓を必ず閉じる。 



ガス栓を 

閉じる 
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わ部屋のガス检（例) 


























A 注意 


♦設置場所 


じゆうたんの上で使用する場合 


〇 

必ず行う 

0 


毛足の長いじゅうたんの上に置く場合は機器の下にじょう 
ぶで不燃性の敷き板などを敷いて水平にする。 

じかにじゆうたんの上に置くとじゆうたんが変をずること 
がありまず。 


電気力ーペット.温水マット①上には設置しない。 

機器の重みで電気カーペット-湿水マットが故障ずる場合 
がぁリまず。 




。寺殊な場所は避ける H 水のかかる場所へ設置しない" 


0 乾燥室-温室-動植物の飼育室など、特 
巧な場所では絶対に使巧しない。 

植物がせれた U 動物が死亡するおそれ 
があります。 



0 


水のかかる場巧には設置しない。また、 
天板の上になべやヤカンなどを乗せな 
い。 

お湯がこぼれて消义したり、機器の異常 
過熱やを下してやけどの原因となりまず。 



け旨製品にを意 



樹脂製の照明器具の下で使巧しない。 

\照明器具のかさなどが変おすることが 
V ありまず。 



0 


エアコンや扇風機などの風を機器に当て 
ない。 
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スプレ-や化学薬品を使用する場所では使わない I ドアの近くに置かない 



0 スプレーや化学薬品を使巧する場所お 
よび綿ぼこりのをい場所（理•美容院 
や、メツキ•塗装工場など）では使用 
しない。 

フ□ンガスや塩素系溶剤は、腐食性ガ 
スの発生により金属がさびたり、刺激 
臭や異臭がずる原因にな U まず。また 
健康を害したり、機器故障の原因にな 



0 ドアのおくなどに置かない。 

機器の転倒ややけどなどのおそれがあ 
リ危検でず。 



気をつけていただきたいこと 


^器に強い風を当てない M 取っ手にを意 


0 強い風ののき込む巧では使巧しない。 

がが風で消えたり、異常燃焼の原因に 
なります。 


高地使用について 


〇 この機器は巧な1000 m まで使巧でき 
ます。 

1 000 m t (上で使用ずると点义不ちなど 
の原因になりまず。 

必ず巧う 



〇 

必ず行う 


取っ手の位置は機器の後側へ下げた状 
態でご使用ください。 

取っ手を機器の上側の状態および途中 
で止まった状態でご使用されまずと、 
取っ手が高温になり、やけどの危検や 
取っ手が変形ずる場合がありまず。取っ 
手の取りキ及いにはじゅうぶんにを意し、 
手荒なご使用はしないでください。 



この機器は室内燃焼機器のため、気密 
• の高いお部屋などでは、壁や天井が結 

® する場合がありますので、換気をし 
グてください。 

換気する 


〇 この機器は、一般家庭巧製品ですので、 
業務苗のような使いちをされますと著 
しく寿命が縮まります。 

確認する 
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機能と特長 


このガス赤外線ストーブは、お部屋を快適に暖かくするようにと、次のような特 
長をそろえました。 

ぜひ、あなたのお部屋で巧躍させてください。 


[ 能力2段切替装置付1 


1電池式連続放電点乂装置付 1 

お部屋の状態に合わせ、「全開」「半開」 

の 2 段階に切り替え経済的に使用でき 
ます。 


点义-消义はプッシュまで簡単に操作 
ができます。 

腐 13ぺージ参照 


陪に . 13 . 16ぺージ参照 



不完全燃焼防止装置付 


[ 立消え安全装置付 ] 

お部屋の酸素不足などによる、不完全 
燃焼を防ぐ安全装置がです。 

自動的に消义します。 


ご使用中にがが消えてしまったときじ 
ガスを止め生ガスの放出を防止します。 

18ぺージ参照 


腐=18ぺージ参照 


輯倒時消乂装置付 


機器が倒れたり、強い衝撃が加わった 
とき、自動的に消义し事故を防ぐ安全 
装置がです。 


m - 18ぺージ参照 

\ _ / 
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各宜 B のなまスとはた！ 3 を 


ガス赤外線ストーブの各部のなまえとはたらきをご紹介します。 

〈正面> 




〈背面> 


ガス接続口 

強化ガス ホースの 接続 □ 
でず。（自在型） 

原11ぺージ参照 


点検フタ 



1 1 

1 1 
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乾電池を入れまず。 
本体背面にあります。 


16ページ参照 


r 


X 
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機器の設置 


,設置前の準備と確認 


参姻包を取ります。 

各部分のあて紙や包装部材を取り除きまず。ガス接続□には、輸送-保管時におけるゴミ混入防止のためキャ、ソ 
プがついていまず。取りはずして使用してください。 

♦乾電池を取り付けます。 

電池ケースの中に乾電池（単2お 1.5 V ) を確実にセットしてください。 


〔お願い) 


•保管の状態（機器をねかせたり、逆さまの状態で保管されていた場合）によっては転倒時消义装置が作動し 
たままになっている場合がありまずので、万一义がつかない場合は、ガス接続□のキャップをはずし、点义 
レバーを押し下げた状態でガス接続□付をの本体を軽くたたいてください。 


設置場所について 


♦火災予防のために 

_/ K 注意- 


〇 

必ず巧う 


周囲の可燃物からは、じゅうぶ 
ん離してください。 


機器の前方は， Imt (上 
後方は > 上 

上方は，上 
両側方は、 Imt (上 
燃えやずいものから離してください。 


1 m じ(上 



1 m た Lh 


广 ZK 汪意- 

毛足の長いじゅうたんの上に置く場合は、じょうぶで不燃性の敷き板などを敷いて水平に 
なるようにしてください。 

必ず巧う 
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機器の設置 


ガスの種類によつて接続方法が違いまず。 
必ずお守り < ださい。 


ガスの接続 


強化ガスホースの取り付けは確実に巧ってくださし、。 

pA 警告- 

♦ガスの獅はかず強化ガスホ-スを細してください。 

必ず巧う 


• LP ガス •12 A •13 A の場合 

ガス接続は、ル□径迅速継手付強化ガスホース（ガスコード） 
を使用しまず。 

•機器にはあらかじめル□径迅速継手用プラグが取り付けられ 
ていまず。 

• LP ガス用機器には LP ガス用を、に A -13 A 用機器には 
12 A .13 A 用のル□径迅速継手付強化ガスホース（ガスコー 
ド）を使用してください。 

参機器の接続□、ガス检ともに「カチ、ソ」と音がずるまで確実 
に押し込んでください。 

•その他のガスの場合 

ガス接続は、都市ガス用強化ガスホースを使用しまず。 

参機器と強化ガスホースはネジ接続を巧いまず。 接続は販売店 

にご依頼ください。 

参機器のガス接続□にシール剤を塗巧し、強化ガスホースのネ 
ジ金具を締め付けてください。このとき、ガス接続□にスパ 
ナなどをかけて固をし、接続□に無理な力が力□わらないよう 
にしてください。 

•ガスをに「カチ、ソ」と音がずるまで確実に押し込んでくださ 
い。 


機器のガス接続口 お部屋の 




しぉ願ぃ^ 

♦ひびわれたりしてちくなった強化ガスホースは、企、ず取り替えてください。 

•強化ガスホースが、おれたり、ねじれたりしないようにできるだけ短く接続してください。（強化ガスホー 
スの長さは、できるだけ 2 m t (内で、長くても LP ガス、に A 、13 A は已下、その他のガスの場合は 
3 m じ(下にしてください。） 

♦強化ガスホースは機器の下を通したり、機器の高温部に触れないようにしてください。 

♦強化ガスホースは、他の部屋まで延長したり、壁-天井などを通したりしないで<ださい。 

•ガス接続部に傷がついたり、異物が付着ずるとガス漏れの原因になりまずので、ていねいに清潔にお取り巧 
いください。また、お使いにならない時は、キャップをガス接続□にはめてください。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■国 

■ •機器への取り付けにおいて不明な場合は、お買い上げの販売店、またはもよりの当社の支社、支店、営業所、— 

I 化お所へ連絡ください。 I 

■ ■国■国■国国国国国国国国国国■国■国■国国国国国国国国国国■国■国■国国国国国国国国国国■国■国■国国国国国国国国国 
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パーナーに着义したことを確かめます。 


点乂のしかた 


点火 レバーを 押します。 

参点义切替レバーが半開の位置にあるか確認してくだ 
さい。 

•点义レバーを、「点义」のち向へゆっくりいっぱい止 
まるまで押してください。 

•スパーク音がして点义しまず。 

•点义を確認してから点义レバーを15秒程押しつづけ 
まず。 

•点义レバーより手を離してからバーナーの着义（バー 
ナー表面がホ熱しまず）を確かめてください。 



r ぉ願ぃ j 

•点义の際は、機器に顔ををづけないでください。 

•はじめて点义ずるときは、強化ガスホース内に空気が入っていて点义しにくいことがありまず。この場合は 
空気が抜けるまで点义操作をくりおしてください。 

•全開で点义しまずと、ガスをのヒューズコックが作動ずる場合がありまずので、半開で点义してください。 
•点义しなかったり、点义レバーから手を離したときバーナーの义が消えるときには、ずぐに点义レバーを いっ 
たん「止」の位置に戻してからあらためて点义操作をくりおしてください。 

•点义レバーは、押し続けた後、急に手を離しまずと「止」の位置まで戻ってしまう場合がありまず。レバー 
はゆっくり手を誰してください。 

•点义レバー-义力切替レバーは、強く押したり足で押さえたりしないでください。 


使用方法 


点乂前の準備と確認 


- A 警告 


〇 


確認する 


機器の近くにスプレーちや 
燃えやすいものがないこと 
を確認してください。 



0 


2 


ガスの接続が確実であるこ 
と、 点火 レバーが 「止」に 
なっていることを確かめ、 
お部屋のガス栓を全開にし 
ます。 



全開にする 



お部屋のガス栓（例） 
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使用方法 


乂力切替のしかた 


火力切替は「火力切替レバー」を操作し巧います。 


半開から全開にしてご使用の場合 

♦义力切替レバーを「全開」の位置へいっぱい下 
げると全開の状態になりまず。 

参バーナーに着义しホ熱ずるのを確かめてくださ 
い。 



^■上バーナー燃焼 
^■下バーナー燃焼 


2 


全開から半開にしてご使用の場合 

参义力切替レバーを「半開」の位置へいっぱい上 
げると半開の状態になりまず。 


消乂のしかた 


点火レバーを r 止」の位置へ戻します。 

•点义レバーを「止」の位置へいっぱい上げまず。 
• 「止」の位置へ戻ると消义しまず。かず消义し 
たことを確かめてください。 

/点义レバーを「止」の位置へ上げると^ 

I 义力切替レバーも「半開」に戻りまずノ 



E _1上パーナー消义 

^■下バーナー燃烧 



] 上バーナー'消义 
] 下 パーナ—; 肖义 


〔お願い) 


•はじめて使用されたとき、煙やにおいが化る場合がありまずが、部品に付着した巧などが焼けるためで異常 
ではありません。しばらく換気しなが6ご使用ください。 

♦ガス量をしぼると放射効果が落ちるばかりでなく、不完全燃焼を起こずおそれがありまずので、ガスをは全 
開でお使いください。 


♦点义初期にバーナー上下の赤熱状態が違うことがありまずが、数分後にほぼ同一になりまず。 

♦点义初期に数分闇燃焼音（ブーブー音）がずる場合があリまずが異常ではあリません。 

♦点义時や消义時に金属の伸縮音（ピチピチ音）がずることがありまずが異常ではありません。 

♦常時燃焼型パイ □、ソ トバーナーを揉用していまずので、機器をご使用中はパイ □、ソ トバーナーが燃焼し続け 
消义しません。 

•点义レバーを15秒程押しつづけるのは、ま全装置を働かせるのに必要な時間ですから、早く離しまずと消 
火ずる場合があリまず。 
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「カチッ」と音が 
するまで押し化む 


、強化ガスホース 


「カチッ」と音が 
するまで巧し込む 


'強化ガスホース 


( ぉ願ぃ ） 

♦日常の点お、お手入れの際にはガスをを閉じ、機器がじゅうぶんにぶえてか6行ってください。 

♦機器本体にはを全に関ずるごを意ラベルがおってありまず。ミちれたり、読めなくなった時は、やわらかい巧 
などでミちれを巧き取ってください。また、お手入れの際には、はがれないようにごを意ください。 

もし、はがれたり読めなくなった場合は、お買い上げの販売店、またはもよりの当社の支社、支店、営業所、 
化張所で新しいラベルをお買い求めのうえ、張り替えてください。 


曰常の点検とお手入れ 

安全にお使し、いただけるように、点検とお手入れは定期的に巧ってください。 

- A 警告- 

® ♦点おフタ]: J タトは、修理巧術を t (タトの人は絶対に分解したり修理-改造は行わないで < ださ 

し、不適当な分解や，組み立ては思わめ事故や故障の原因になりまず。 


日常の点検 


•強化ガスホースは巧れたり、ひびわれたりしていませんか？ 

•強化ガスホースや接続部からガスが漏れていないか、ときどき石けん水をつけ、泡がでないことを確認してく 
ださい。 


- A 警告 

〇 

必ず巧う 


>ひびわれたり、差し込み部がゆるんだ強化ガスホースは、かず取り替えてください。 


•強化ガスホースは正しく接続されていますか？ 


> LP ガス- 12 A •13 A の場合 

強化ガスホースはガスを.機器のガス接続 □ 
とも「カチ、ソ」と音がずるまで確実に押し込 
み、接続してください。 


機器のガス接続口 


お部屋の 
ガス栓側） 


•その他のガスの場合 

強化ガスホースはガスをに「カ チ、 ソ」と音が 
ずるまで確実に押し込み、接続してください。 


お部屋の 
ガス检側） 
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日常の点なとお手入れ 


お手入れ 


〔お願い） 

•お手入れは、ケガを防ぐために电、手袋をはめて行うことをおずずめしまず。 


•機器のお手入れ 

ミちれたらそのつどお手入れをしてください。 

•やわ6かい巧をめるま湯でめらしてよくしぼってから 
巧いてください。 

特にミちれのひどいときには、やわらかいホに台所用中 
性洗剤をつけて巧き取ってください。 

•ホー□一の天板やバーナー部の反射板は長期間使用し 
まずと変色したリずることがありまずが、実使用上間 
題はありません。 



r ぉ願ぃ j 

♦機器のお手入れは、消义後機器がじゅうぶんにぶえたのを確かめてから巧ってください。 

♦化学ぞうきんやベンジン、シンナーなど揮発性のものは、絶対にご使用にならないでください。塗装の色が 
あせたり、樹脂の部品が変色したりしまず。 
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巧電池の点な-巧巧 


乾電池の交換 


この機器は乾電池による連続が電点火方式を採用していますのでお使いになる前 
に乾電池を入れてください。 


•乾電池の取り付け方法 

乾電池は機器背面の電池ケースに取り 
付けてください。 



単2お 1.5 V の乾電池 
を使用し確実にセットし 
てください。 


•乾電池の寿命について 

乾電池は長期闇ご使用になると能力が低下しまず。点义レバーをいっぱいに押した時「パチ、ソパチ、ソ」と音がし 
まずが、ゆっくり音がずる （1 秒闇に1〜2回）ようになったら乾電池を交換してください。 


〔お願い) 


♦乾電池はシーズンオフなど長期間使用しないときは、取りはずしておいてください。 

♦この機器は乾電池を使用していまずので、廃棄される場合は、かず乾電池を取りはずしてください。义災の 
原因となリまず。 
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巧障かな？と思った6 


故障かな？と思ってもよく調べてみると故障でない場合もあります。 
修理を依頼する前に、もう一度次の点をお調べください。 


\ 現象 

原因 \ 

点 

义 

し 

な 

い 

点 

义 

し 

じ 

< 

い 

点 

义 

レ 

パ 

ふ 

手 

を 

離 

す 

占 

消 

义 

す 

る 

ガ 

ス 

< 

さ 

い 

着 

义 

义 

移 

し 

じ 

< 

い 

爆 

発 

的 

じ 

着 

义 

す 

る 

使 

用 

中 

じ 

消 

乂 

し 

た 

消 

乂 

し 

ザ） 

す 

い 

パ 

ナ 

が 

じ 

ゆ 

ク 

ぶ 

ん 

じ 

赤 

熱 

し 

な 

い 

点 

义 

時 

じ 

す 

1_ 

と 

い 

ク 

tV 

易 

ず 

る 

点 

消 

义 

後 

チ 

ピ 

チ 

と 

い 

ラ 

古 

易 

す 

る 

は 

じ 

め 

て 

使 

用 

ず 

る 

と 

妄 

煙 

や 

に 

お 

い 

が 

で 
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処置方法 
懼由） 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

ガスをの開きわずれ 

• 










ガス栓を全開にする 

12 

ガスをの開きが不じゅうぶん 

• 

• 


参 

• 

• 

• 




転倒時消火装置が作動している 

• 










転倒時消义装置を解除ずる 

18 

強化ガスホースの接続が不完全 

• 

• 

• 

• 


• 

• 




強化ガスホースを確実じを続する 

11 

強化ガスホース内に空気が残っている 

• 

• 


• 







点火操作を< りおず 

12 

強化ガス ホースの おれ，まがり，つぶれ 

• 

• 


• 


• 

• 




強化ガスホースの巧れ，まがりを直す 

11 

強化ガスホースのひびわれ、穴あき 

• 

• 

• 

• 


• 

• 




強化ガスホースを交換ずる 

11 

長時間換気をせずに使用している 






• 

• 




部屋を換気する 

3 

バーナーの空気□じほこりが詰まっている 






• 

• 




空気□を掃除する 


機器が転倒した 






• 





機器を起こず 

18 

点火レバーを押ず力が不じゅうぶん 

• 

• 









点义レバーをいっぱい押ず 

12 

点火レバーを押ず時園が不足 

• 

• 









点义レバーを押す時固を長<する 

12 

機器に強い風が当った 






• 





部屋の窓や戸を閉める 

7 

乾電池がミ肖耗 

• 










乾電池を交換ずる 

16 

故障ではありません 








• 



点义ずるときの音です 

— 









• 


機器内部の膨張' 収縮音でず 

13 










• 

しば6く換気しなが6使用する 
(巧などが焼けるためです） 

13 


※お買い上げの販売店、またはもよりの当社の支社> 支店、営業所，出張所にご用命ください。 


- A 警告 

0 


絶対にお客さまご自身で修理なさらないでください。 
不備がありまずと、义災-感電などの原因になりまず。 


♦このほかに異常があるときや、おわかりにならないときは、お買い上げの販売店、またはもよりの当社の支社、 
支店、営業所、化張所にご連絡ください。 


17 










































ま全装置が作動したとまの処置 


使用中にバーナーが消火したときは、すぐに点火レバーを消火の状態に戻してガ 
スを止め、さらにお部屋のガスネをも閉じて、安全装置が作動していないか調べて 
くださし、。 


安全装置 

働 き 

原 因 

処置ち法 

立消え安全装置 

使用中にがが消えてし 
まったとき、ガスを止め消 
义しまず。 

強化ガスホースがつぶれ 
たり、ガスをの開きが少な 
かったときや、強い風がホ 
いたときなどにおこ U ま 
ず。 

点お後、再点义してくださ 
い。 

不完全燃焼 

防止装置 

不完全燃焼をずる前に、ガ 
スを止め消义しまず。 

室内で換気不十分な状態 
で使用ずると、一酸化炭素 
中きを起こし、死 t 事故に 
いたるおそれがありまず。 
バーナーの空気□にほこ 
りが詰まっても同様でず。 

十分にお部屋の換気を巧 
し、再点义してください。 

乾倒時消义装置 

機器が倒れたり、強い衝擊 
が力□わったときに、ガスを 
止め消义しまず。 

機器が倒れたときなどに 
おこります。 

いったん点义レバーを 
「止」にし1分程待ってか 
ら、再点义してください。 
ずぐに再点义しまずと、転 
倒時消义装置が作動して 
いるため、ガスが流れず点 
义しません。 


•安全装置が作動した後、点おして再点义しても、たびたび同じように作動をくり返ずような場合は、お買い 
上げの販売店、またはもよりの当社の支社、支店、営業所、化お所にご連絡ください。 
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巧管と アフターサービス 


,保管（長期間使用しない場合) 


-么ミち意 

〇 

必ず巧う 


♦ガス栓を閉じ、強化ガスホースをガス栓から取り外 
してください。 


♦機器の点検-お手入れをしてから保管してください。 

•各部のミちれを取り除き、ほこりなどの異物が入らないようにビニールをかけてください。 

参特にガス接続□や強化ガスホースには、ほこりやごみが入ってガス通路を詰まらせないように、付属のキャ、ソ 
プをしてください。 

•乾電池は取りはずしておいてください。 

•湿気やほこりの少ないところに保管してください。 

•お求めになったときの箱に入れておかれると便利です。 

•ベランダなど直射日光のあたる場所や高温になるところでの保管は、樹脂部分の変をや変おのおそれがありま 
ずのでお避けください。 


f ぉ願ぃ j 

•機器をねかせたり、逆さまの状態で保管をしないでください。転倒時消义装置が作動した状態のままとなり、 
再使用時に使用できない場合がありまず。 


アフターサービス について 


♦サービスのお申し込み 

17ページの「故障かな？と思ったら」の項を見てもう一度ご確認ください。 


- A 警告 

0 


ご確認のうえ、それでも不具合がある場合、あるいはご不明な場合はご自分で修理なさらな 
いでお買い上げの販売店、または电よりの当せの支社、支店、営業所、化お所にご連絡くだ 
さい。访リ添の「連絡先」一覧表ご参照） 

そのままご使用になりまずと，故障や感電-义災の原因になりまず。 


なお、ご連絡いただくときは、次のことをお知らせください。 

(1) 品を…ガスホクト線ストーブ 

に）おまの呼び…機器本体銘板に表示してありまず。 

(3) 現象（できるだけ<わし <) 

(4) おを前-ご住所-電話番号-道順（できるだけくわしく） 

• お客様の個人情報のお取り扱いについて 

•当社はお客様よりおからせいただいたお客様のおを前、ご住所、電話番号などの個人情報をサービス活動およ 
び安全点検活動のために利用させていただく場合がございまずのでご了承ください。 

•当社は、機器の修理や点お業務を当せの協力会社に委託ずる場合、法令に基づく義務の履行または権限の行使 
のために必要な場合、その他正当な理由がある場合を除き、当せ t (タトの第兰をに個人情報を開示-提供はいた 
しません。 
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♦転居されるとき 

r - A 警告- 

•ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分がありまず。 

ガスの種類が異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整が企、要となりますので、 
転居先のガスの種類をお認のうえ、お買い上げの販売店、またはもよりの当社の支社、ま店、 
営業所、化張所または転居先のガス事業者（供給業を）にご巧談ください。ただし、ガス 
の種類によっては調整できない場合电ありまず。 


〇 

連絡する 


参転居にともなう調整や改造の費用は、保証期闇内でも有料となりまず。 


参保証について 

取扱説明書の裏表紙が保証書になっていまず。 

•保証期闇中は 

保証書に記載のように、機器の故障について修理いたしまず。くわしくは、保証書をごらんください。 

保証書を紛失されまずと、無料期闇中であっても修理費をいただくことがありまずので、大切に保管してくだ 
さい。 

•保証期闇経過後の故障修理について 

お買い上げの販売店、またはもよりの当社の支社、支店、営業所、化お巧にごち談ください。修理によって機 
能が雑持できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。 

♦補修用性能部品の最低保有期間について 

•補修用性能部品の最低保有期闇は、当製品の製造な切後目年闇となっていまず。なお、補修用性能部品とは、 
その製品の性能を維持ずるために企、要な部品でず。 

ただし、保有期闇経過後であってち補修用性能部□ちの在庫がある場合は、有料修理いたしまず。 

♦点検整備のおすすめ（有料） 

•長期闇、を全快適にご使用いただくためにを期的に （3 シーズンに1回程度）「点お整備」を受けられること 
をおずずめしまず。 

• 「点検整備」は、お買い上げの販売店、またはもよりの当せの支せ、支店、営業所、化張所にご用命ください。 
(有料） 

• 「点検整備」の内容は、下記の通りです。 

① 機能部品の点横、確認 

② 掃除整備 
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仕様 


品 を 

R-891VMS I 

R-1290VMS I 

種 類 

設置の形態 

すえ置ま 

給排気ちま 

開放 式 

放熱ち ま 

放 射 ま 

点火 方 ま 

電池ま連続放電点义ま 

日爱房の目やす 

木 造に畳まで 

コンクリート造 17 畳まで 

ミま）日爱房の目やすは温暖由 

木 造 14 畳まで 

コンクリート造 19 畳まで 

をを基準にしております。 

外形寸法 

高 さ 

已 6bmm 

610mm 

幅 

360mm 

360mm 

奥 行 

360mm 

360mm 

質 量 

9.2kg 

9.3kg 

安全装置 

立消え安全装置 • 転倒時消义装置-不完全燃焼防止装置 

ガス 接続 

LP ガス.に A ' 13A.' •ル□径迅速継手付強化ガスホース（ガスコード） 

使用ガス-使用ガスグループ 

形まの呼び 

1 禍当りのガス消麵 

形まの呼び 

1 關当りのガス消籠 

ガ都 

ス 

用市 

13A 


R- 明 1 VMS 1-402 

4.77kW 

(4100kcal/h) 

R-1290VMS 1-402 

己. 81kW 
(5000kcal/h) 

12A 


R- 朗 1 VMS 1-402 

4.44kW 

(3800kcal/h) 

R-1290VMS 1-402 

5.42kW 

(4660kcal/h) 

L P ガス用 

R-891VMS1-401 

4.74kW 
の. 34kg/h) 

R-1290VMS 1-401 

己. 44kW 
(0.39kg/h) 
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マ巧図 



0 360 


単位 ： mm 



R -891 VMS 皿 
( ) 内は R -1290 VMS 化 
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形式の呼び 

© R -891 VMS I -401,402 
R -1290 VMS I -401,402 


リン t イガス赤外線ストーブ保証書 




この製品は厳密なる品質管理および横査を経てお届けしたものです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場合に、本書記載内容で無料修理を 
行うことをお約束するものです。 


記 

1 . 保証期聞は，お買い上げの日か61年圍とし、機器本体を対象としまず。 

イ呆証期間中故障げ発生した場合は> 本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご化お<ださい。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご柜談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理げご化ま頁できない場合じは、別添の「連 
絡先」一覧表をご覧の上、おを<のリンナイ支社-支店-営業所-出張所じご柜談<ださい。 

4. 本な証書は再発巧いたしませんので大切に保管してください。 

5. 保 1 E じついての規をは下記をご覧ください。 

無料修理規定 


2 . 


3. 


取あ説明書，本体目よ付ラベルなどのを意書に従った正常な使 
用が態で故障した場合には，お買い上げの販売店または，も 
よりの跑社窓 □ がお料修理いたしまず。 

巧証期闇巧にが障して無料修巧を受ける場合は、お買い上げ 
の販売店にご化頼の上.化張修理に際して本書をご提示<ピ 
さい。 

なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理をす 子今た 
場合には、化張に要する実費を申し受けます。 

保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理が改造による故障およ （ 
損傷。 

(□) お買い上げ禮の取付場所の移動、落下などによる故障お 
よび損傷。 

(八）义楽、水害、 輕 雷、その他の天楽地変、公害や異 
常電圧に 障 ぶ 損傷。 

(二） 一般^ ま‘ \ 業務巧の長時闇使用、車両、船 
，の 巧®) に使用 なれ k 場合の故障および損傷。 


(ホ）本書の提 を^ない 場合。 

(へ）本書 ぶ買い げ年月日、販売店名の記乂のない場合あ 
!15^^^^替え 5れた場合。 

"■指ち巧巧燃#©* 昂 による故障および損傷。 

"■(チレで 転居などに 置 変更に伴う改造-調整の場合。 

S 書は日本国内におみ有効です。 

This Warranty is vali み on も in Japan. 

《この保証書は本書にた期菌、集件のもとにおいて無 
料修理をお約束するも^で？^。 この保証書によって保証書 
を発行している者 （保証^任^) およびそれ外の事業者 
に対するお客様のま律上み^^!^ f 制限するものではあリま 
せん。保証期間経過褚の修 ％ な Y ’ についてご不明の場合 
は、 お買い上げの販売店また1^另!|^の 「連絡先」一覧表を 
\ ご覧の上、おおくのリン ナイま^ •を 店-営業所-化張巧 
:; お問い合わせください。 

E 期間経過禮の修理、補修巧性 肖' S \ 部 & の保有期間につい 
\て奇 レく は取撒説明書をご覧く ださ^ 


す 上げ日および販売/; 


み 芦い 上げ曰 \\ 


年 


3 


曰 






販 


店を 


住 


所 


電話番 




お客様へ 

この保証書をお受取 y になるときにお買い上げ日、販売店名、取撒者巧が記人してあることを確認して<ださい。 


II ン t イ株式会社 

干 454-0802 を古屋巿中川区福住町2番26号 
TEL 代表052 (361) 8211 


囚 a 囚 R に 90V-175X04(00) 
離 110401⑩ 


0 U ン t イ株式会社 

























